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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 100,233 △33.0 12,252 △65.8 11,649 △67.1 5,920 △74.7 

29年３月期第３四半期 149,502 △13.8 35,834 △8.3 35,370 △7.6 23,417 △17.3 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 6,092 百万円 （△73.3％）   29年３月期第３四半期 22,813 百万円 （△20.8％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 60.09 60.04 

29年３月期第３四半期 237.81 237.53 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第３四半期 428,815 215,691 50.3 2,187.89 

29年３月期 449,152 217,405 48.4 2,206.80 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 215,677 百万円   29年３月期 217,381 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 

30年３月期 － 40.00 －     

30年３月期（予想）       40.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 132,400 △28.9 11,500 △68.6 10,400 △70.8 4,400 △83.7 44.66 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 99,809,060 株 29年３月期 99,809,060 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 1,231,083 株 29年３月期 1,303,693 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 98,521,419 株 29年３月期３Ｑ 98,474,535 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

２．四半期決算補足説明資料は当決算短信開示後速やかに当社ホームページに掲載します。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、海外経済の成長に伴い輸出が増加する中で、政府の各種政

策による雇用・所得環境の回復から個人消費や企業収益が改善するなど、緩やかな拡大を続けております。 

遊技機業界におきましては、射幸性を抑えた遊技機への移行やギャンブル等依存症抑制の観点から平成30年２月

１日を施行期日として改正された「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行規則」及び「遊技機の

認定及び型式の検定等に関する規則」（以下、あわせて「規則」といいます。）への対応に加え、縮小傾向で推移

する市場規模の回復に向けて、遊技機の新たな魅力の創出が求められております。 

ゴルフ業界におきましては、ゴルフ人口の減少やゴルフプレー層の高齢化等の問題を引き続き有しており、ゴル

フの更なる普及に向けて若年層プレーヤーの獲得や年齢に応じたプレースタイルの拡充等の取り組みの重要性が増

しております。 

このような環境下、遊技機事業におきましては「プレーヤーに感動を与える機種の創出」及び「高収益体質の確

立」を、ゴルフ事業におきましては「ゴルフ場の商品価値向上」及び「収益力の強化」を基本方針とし、各施策を

推進いたしました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高100,233百万円（前年同期比33.0％減）、営業

利益12,252百万円（前年同期比65.8％減）、経常利益11,649百万円（前年同期比67.1％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益5,920百万円（前年同期比74.7％減）となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（遊技機事業） 

遊技機事業におきましては、パチンコ機は「不二子 Lupin The End」及び「銀河鉄道999」等を発売し、販売台

数は79千台（前年同期比74千台減）、パチスロ機は「ガールフレンド（仮） 聖櫻学園メモリアル」及び「戦国乙

女 TYPE-A」等を発売し、販売台数は11千台（前年同期比52千台減）となりました。 

前期から続く射幸性を抑えた遊技機への移行及び平成30年２月１日を施行期日とした規則の改正が予定されてい

たことによる先行き不透明感の高まりから、パチンコホールの需要は実績のあるシリーズ機にのみ集中するなど、

業界環境は急激に変化しております。当社はこのような業界環境に対応するため、販売スケジュールを抜本的に見

直した結果、当第３四半期はパチンコ機２機種を発売し、パチスロ機は発売しておりません。 

以上の結果、売上高34,132百万円（前年同期比60.4％減）、営業利益3,106百万円（前年同期比88.3％減）とな

りました。 

（ゴルフ事業） 

ゴルフ事業におきましては、当期に５ゴルフ場の取得及び運営を開始しました。また、保有ゴルフ場の中から、

総武カントリークラブ総武コースやＰＧＭゴルフリゾート沖縄等の８ゴルフ場を選定し、ハイグレードゴルフ場ブ

ランド「GRAND PGM(グラン ピージーエム)」を平成29年７月に発足しました。対象ゴルフ場ではハイグレードゴ

ルフ場に相応しい質の高いサービスの提供に向けて、コースの改修、クラブハウスの新築・改修、社員研修、レス

トランメニューの改定及びプロショップ商品の見直し等を実施し、顧客単価のアップを図ることで収益力の強化を

目指してまいります。 

売上高につきましては、平成29年10月が悪天候や台風の縦断により低調に推移したものの、11月、12月が好天に

恵まれたことに加え、前期及び当期に取得したゴルフ場が寄与したことにより増加しました。利益面につきまして

は、新規ゴルフ場分や「GRAND PGM」関連の費用等が発生したことにより前期から減少しました。 

以上の結果、売上高66,100百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益11,494百万円（前年同期比5.4％減）となり

ました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の部） 

総資産は、前連結会計年度末に比べ20,336百万円減少し、428,815百万円となりました。土地が6,803百万円、建

物及び構築物（純額）が5,406百万円、商品及び製品が2,796百万円増加する一方、現金及び預金が26,892百万円、

受取手形及び売掛金が4,155百万円、有形固定資産のその他（純額）が2,465百万円、投資有価証券が1,422百万円

減少しております。 

（負債の部） 

負債は、前連結会計年度末に比べ18,623百万円減少し、213,124百万円となりました。長期借入金（１年内返済

予定の長期借入金を含む）が9,735百万円、流動負債のその他が5,480百万円、未払法人税等が2,470百万円、引当

金が2,029百万円減少しております。 

（純資産の部） 

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の組み入れにより利益剰余金が5,920百万円増加する一方、剰余

金の配当により利益剰余金が7,880百万円減少したこと等により、前連結会計年度末より1,713百万円減少し、

215,691百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の48.4％から50.3％となっております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想については、平成29年10月24日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の

連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 69,753 42,860 

受取手形及び売掛金 12,803 8,647 

電子記録債権 1,860 1,929 

有価証券 36,823 35,648 

商品及び製品 2,489 5,285 

原材料及び貯蔵品 5,432 5,908 

その他 16,862 16,306 

貸倒引当金 △574 △599 

流動資産合計 145,449 115,987 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 60,671 66,077 

土地 195,176 201,980 

その他（純額） 18,025 15,560 

有形固定資産合計 273,874 283,618 

無形固定資産 6,354 7,067 

投資その他の資産    

投資有価証券 12,806 11,383 

その他 11,245 11,308 

貸倒引当金 △577 △550 

投資その他の資産合計 23,474 22,141 

固定資産合計 303,702 312,827 

資産合計 449,152 428,815 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,380 5,181 

電子記録債務 9,953 9,577 

1年内返済予定の長期借入金 37,501 29,903 

未払法人税等 4,198 1,728 

引当金 3,628 1,598 

その他 16,514 11,033 

流動負債合計 75,176 59,023 

固定負債    

長期借入金 95,416 93,278 

退職給付に係る負債 4,343 4,587 

その他 56,811 56,235 

固定負債合計 156,570 154,101 

負債合計 231,747 213,124 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,755 16,755 

資本剰余金 54,849 54,857 

利益剰余金 147,268 145,308 

自己株式 △1,474 △1,396 

株主資本合計 217,398 215,523 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 404 452 

退職給付に係る調整累計額 △422 △298 

その他の包括利益累計額合計 △17 154 

新株予約権 24 13 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 217,405 215,691 

負債純資産合計 449,152 428,815 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 149,502 100,233 

売上原価 87,116 64,890 

売上総利益 62,385 35,342 

販売費及び一般管理費 26,551 23,090 

営業利益 35,834 12,252 

営業外収益    

受取利息 106 134 

受取配当金 31 41 

有価証券売却益 44 － 

有価証券償還益 625 64 

売電収入 121 117 

原材料売却益 40 164 

その他 370 298 

営業外収益合計 1,339 822 

営業外費用    

支払利息 703 516 

支払手数料 173 119 

固定資産除却損 64 501 

災害損失引当金繰入額 297 43 

その他 565 243 

営業外費用合計 1,803 1,425 

経常利益 35,370 11,649 

特別利益    

固定資産売却益 － 30 

新株予約権戻入益 － 0 

特別利益合計 － 30 

特別損失    

固定資産売却損 8 － 

固定資産除却損 8 30 

減損損失 518 － 

投資有価証券評価損 － 45 

特別損失合計 535 75 

税金等調整前四半期純利益 34,834 11,603 

法人税等 11,416 5,683 

四半期純利益 23,418 5,920 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,417 5,920 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △736 47 

退職給付に係る調整額 132 123 

その他の包括利益合計 △604 171 

四半期包括利益 22,813 6,092 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 22,813 6,092 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じる方法によっております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 86,115 63,386 149,502 － 149,502 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 12 12 △12 － 

計 86,115 63,398 149,514 △12 149,502 

セグメント利益 26,569 12,155 38,725 △2,891 35,834 

（注）１. セグメント利益の調整額△2,891百万円には、セグメント間取引消去６百万円及び配賦不能営業費

用△2,897百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を特別損失

として計上しております。

なお、減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては518百万円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 34,132 66,100 100,233 － 100,233 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 13 13 △13 － 

計 34,132 66,114 100,247 △13 100,233 

セグメント利益 3,106 11,494 14,601 △2,349 12,252 

（注）１. セグメント利益の調整額△2,349百万円には、セグメント間取引消去４百万円及び配賦不能営業費

用△2,353百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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